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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

回次 
第45期

第２四半期連結
累計期間 

第45期
第２四半期連結

会計期間 
第44期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成20年
７月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成19年
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（千円）  7,371,266  4,107,912  16,804,876

経常利益（千円）  24,092  144,982  528,057

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円） 
 △131,797  83,122  351,573

純資産額（千円） －  6,617,308  7,030,670

総資産額（千円） －  14,222,558  15,109,337

１株当たり純資産額（円） －  3,129.52  3,319.75

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円） 
 △64.77  40.85  163.17

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％） －  44.8  44.7

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 377,242 －  635,711

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △81,572 －  △212,758

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △340,116 －  △435,713

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－  943,259  1,033,472

従業員数（人） －  571  565



２【事業の内容】 

  当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  

３【関係会社の状況】 

  当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含むほか、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派

遣社員、季節工を含みます。）は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を( )外数で記載しております。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含

んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含みます。）

は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を( )外数で記載しております。 

  

  平成20年９月30日現在

従業員数（人） 571  (113)

  平成20年９月30日現在

従業員数（人） 337  (64)



第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

 当第２四半期連結会計期間の生産実績を各事業及び製品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価額によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注状況 

工事の受注状況 

 当第２四半期連結会計期間の受注状況を各事業及び製品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注）  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

 当第２四半期連結会計期間の販売実績を各事業及び製品群別に示すと、次のとおりであります。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

事業及び製品群の名称 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

生産金額（千円） 前年同期比（％）

建設資材製造事業 

アンカー  983,962  －

ドリル・電動工具  273,040  －

ファスナー  155,344  －

リニューアル関係  42,357  －

その他  67,330  －

新事業  78,354  －

合計  1,600,390  －

事業及び製品群の名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

リニューアル関係  502,294  －  615,895  －

事業及び製品群の名称 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

販売金額（千円） 前年同期比（％）

建設資材製造事業 

アンカー  2,153,383  －

ドリル・電動工具  722,752  －

ファスナー  476,661  －

リニューアル関係  423,872  －

その他  250,679  －

新事業  80,562  －

合計  4,107,912  －



２【経営上の重要な契約等】 

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

３【財政状態及び経営成績の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。なお、「(1)業績の状況」における前年同期の増減率につきましては、参考として記載しているも

のであります。 

  

(1）業績の状況 

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に起因する金融市場の混乱や

原燃料価格の高騰等により企業収益の悪化が続くなか、９月には米大手証券会社が破綻し世界規模での金融不安が

一気に加速しました。。 

 建設業界におきましても、昨年の改正建築基準法の影響がようやく終息を迎えつつあるものの、景気の先行きに

対する不安感が住宅購入意欲の低下に拍車をかけており、マンションディベロッパーの破綻やゼネコンの連鎖倒産

が相次ぐなど厳しい環境が続きました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは「カスタマーウォンツの追求」を掲げ、営業活動に努めましたが売

上高は4,107百万円（前年同期比1.6％減）となりました。一方利益面では、営業利益132百万円（同20.8％増）、

経常利益144百万円（同26.3％増）、当四半期純利益83百万円（同130.3％減）となりました。 

 各事業及び製品群別概況は以下のとおりであります。 

  

（建設資材製造事業） 

①アンカー製品群 

売上高は2,153百万円（前年同期比2.1％増）、売上総利益は636百万円（同8.9％増）となりました。昨年の改

正建築基準法の影響による反動増の他、スチール製品の価格改定を実施（７月）すると共に、原価低減に努めた

ことで、増収増益となりました。 

②ドリル・電動工具製品群 

売上高は722百万円（前年同期比15.8％減）、売上総利益は213百万円（同23.4％減）となりました。特に㈱Ｉ

ＫＫの電動工具製品の販売が、国内市場の需要低迷にとどまらず世界的な不況の影響を大きく受け低調に推移し

たことで、大幅な減収減益となりました。 

③ファスナー製品群 

売上高は476百万円（前年同期比2.1％減）、売上総利益は130百万円（同0.6％増）となりました。昨年の改正

建築基準法の影響による反動増が一部で見られたものの、民間設備投資の減少等により売上は微減となりまし

た。しかし、原価低減に努めたことで売上総利益は微増となり、減収増益となりました。 

④リニューアル関係 

売上高は423百万円（前年同期比12.3％増）、売上総利益は102百万円（同17.7％増）となりました。９月に入

り、特に西日本地域を中心に物件の受注完工が増加したことで、大幅な増収増益となりました。 

⑤その他製品群 

売上高は250百万円（前年同期比10.4％増）、売上総利益は69百万円（同39.7％増）となりました。三幸商事

顧問股份有限公司（台湾）の国内ねじメーカー向けの機械販売が順調に推移したことで、増収増益となりまし

た。 

  

（新事業） 

売上高は80百万円（前年同期比30.8％減）、売上総利益は13百万円（同61.4％減）となりました。電子プリン

ト基板の受注減や仕入部材の大幅値上げが売上、利益を圧迫し、大幅な減収減益となりました。 

  



(2）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計

期間末と比較して106百万円（12.7％）増加し、943百万円となりました。 

  

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の減少は、73百万円となりました。これは主として賞与引当金の減少額112百万円に加

え、売上債権の増加額が156百万円となった一方、税金等調整前四半期純利益が144百万円となったことによるも

のであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の増加は、38百万円となりました。これは主として定期預金の払戻収入が67百万円となっ

た一方、有形固定資産の取得による支出が36百万円となったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の増加は、142百万円となりました。これは主として短期借入れによる収入が4,241百万円

となった一方、短期借入金の返済による支出が4,013百万円、長期借入金の返済による支出が88百万円となった

ことによるものであります。 

  

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4）研究開発活動 

 当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、22,463千円であります。 

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 今後の見通しにつきましては、第３四半期以降、世界規模での急激な景気減速に伴い、国内外とも需要の落ち込

みは長期化するとの判断に基づき、11月７日に業績予想の修正を行っております。 

  

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当第２四半期連結会計期間における資本の財源及び資金の流動性については「３ 財政状態及び経営成績の分

析」(2）キャッシュ・フローの状況に記載のとおりであります。 

  



第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。 

   



第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  3,500,000

計  3,500,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年９月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  2,186,352  2,186,352
株式会社ジャスダック証

券取引所 
－ 

計  2,186,352  2,186,352 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

   該当事項はありません。 

  

（３）【ライツプランの内容】 

   該当事項はありません。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額 

（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年７月１日～
平成20年９月30日 

 －  2,186,352 －  768,590  －  581,191



（５）【大株主の状況】 

 （注） 当社は自己株式151,399株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。 

  

  平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

 洞下 實  千葉県流山市  243,840  11.15

 東京中小企業投資育成㈱  東京都渋谷区渋谷３－29－22  180,152  8.24

 ㈲サンワールド  千葉県流山市鰭ヶ崎16－２  168,040  7.69

 サンコーテクノ社員持株会  千葉県流山市東初石６－183－１  165,796  7.58

 武藤 昭二  千葉県流山市  93,560  4.28

 日本マスタートラスト信託銀行 

 ㈱信託口 
 東京都港区浜松町２－11－３  85,300  3.90

 新井 栄  埼玉県北葛飾郡杉戸町  68,524  3.13

 洞下 照夫  千葉県流山市  53,756  2.46

 ㈱みずほ銀行  東京都千代田区内幸町１－１－５  44,600  2.04

 佐久間 菊子  東京都葛飾区  41,788  1.91

計 －  1,145,356  52.39



（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 （注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。 

  

②【自己株式等】 

 （注） 「自己株式等」の「自己名義所有株式数」および「所有株式数の合計」の欄に含まれない単元未満株式が99株

あります。なお、当該株式は、上表①「発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含まれております。 

  

  平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
（自己保有株式） 

普通株式      151,300
－ － 

完全議決権株式（その他） 普通株式     2,032,300  20,323 － 

単元未満株式 普通株式        2,752 － 
 １単元（100株）未満 

 の株式 

発行済株式総数  2,186,352 － － 

総株主の議決権 －  20,323 － 

  平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

サンコーテクノ㈱ 
千葉県流山市東初石

六丁目183番１ 
 151,300  －  151,300  6.92

計 －  151,300  －  151,300  6.92

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は、株式会社ジャスダック証券取引所におけるものであります。 

  

月別 
平成20年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円）  1,580  1,440  1,450  1,300  1,295  1,200

最低（円）  1,220  1,202  1,275  1,190  980  950

３【役員の状況】 

   前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  



第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１

項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 957,646 1,137,718

受取手形及び売掛金 3,923,169 4,620,905

商品及び製品 1,238,134 1,249,548

仕掛品 799,482 595,544

原材料及び貯蔵品 572,981 647,799

その他 459,414 427,974

貸倒引当金 △15,047 △6,434

流動資産合計 7,935,781 8,673,057

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  1,537,212 ※1  1,401,060

土地 3,178,654 3,266,702

その他（純額） ※1  488,252 ※1  672,382

有形固定資産合計 5,204,120 5,340,145

無形固定資産   

のれん 45,872 53,947

その他 26,773 28,088

無形固定資産合計 72,646 82,036

投資その他の資産 ※3  1,010,010 ※3  1,014,099

固定資産合計 6,286,777 6,436,280

資産合計 14,222,558 15,109,337

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,330,819 1,353,715

短期借入金 3,753,705 3,651,172

未払法人税等 44,240 199,259

賞与引当金 173,185 164,675

役員賞与引当金 2,376 33,650

その他 462,200 424,994

流動負債合計 5,766,526 5,827,468

固定負債   

長期借入金 433,457 791,950

退職給付引当金 955,899 959,141

役員退職慰労引当金 253,876 248,330

負ののれん 13,455 18,183

その他 182,035 233,594

固定負債合計 1,838,724 2,251,199

負債合計 7,605,250 8,078,667



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 768,590 768,590

資本剰余金 581,191 581,191

利益剰余金 5,183,251 5,396,446

自己株式 △243,804 △243,804

株主資本合計 6,289,228 6,502,424

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,195 8,556

繰延ヘッジ損益 0 △212

為替換算調整勘定 77,999 244,763

評価・換算差額等合計 79,195 253,106

少数株主持分 248,883 275,139

純資産合計 6,617,308 7,030,670

負債純資産合計 14,222,558 15,109,337



（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 ※2  7,371,266

売上原価 5,243,074

売上総利益 2,128,192

販売費及び一般管理費 ※1  2,118,078

営業利益 10,113

営業外収益  

受取利息 4,728

受取配当金 1,230

仕入割引 50,289

投資不動産賃貸料 20,680

負ののれん償却額 4,727

持分法による投資利益 178

その他 25,580

営業外収益合計 107,415

営業外費用  

支払利息 27,354

売上割引 46,354

その他 19,727

営業外費用合計 93,436

経常利益 24,092

特別利益  

固定資産売却益 2

特別利益合計 2

特別損失  

たな卸資産評価損 83,389

固定資産売却損 15

固定資産除却損 6,123

減損損失 75,627

特別損失合計 165,156

税金等調整前四半期純損失（△） △141,061

法人税、住民税及び事業税 △18,621

法人税等調整額 △1,404

法人税等合計 △20,025

少数株主利益 10,762

四半期純損失（△） △131,797



【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 4,107,912

売上原価 2,941,688

売上総利益 1,166,224

販売費及び一般管理費 ※  1,033,818

営業利益 132,405

営業外収益  

受取利息 2,487

受取配当金 129

仕入割引 29,087

投資不動産賃貸料 10,345

負ののれん償却額 2,363

持分法による投資利益 430

その他 12,782

営業外収益合計 57,626

営業外費用  

支払利息 13,680

売上割引 22,309

その他 9,060

営業外費用合計 45,050

経常利益 144,982

特別利益  

固定資産売却益 2

特別利益合計 2

特別損失  

固定資産除却損 768

特別損失合計 768

税金等調整前四半期純利益 144,215

法人税、住民税及び事業税 51,556

法人税等調整額 3,422

法人税等合計 54,979

少数株主利益 6,113

四半期純利益 83,122



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △141,061

減損損失 75,627

減価償却費 136,551

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,237

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,546

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,509

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △31,274

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15,324

受取利息及び受取配当金 △5,959

支払利息 27,354

有形固定資産売却損益（△は益） 13

有形固定資産除却損 5,834

売上債権の増減額（△は増加） 649,957

たな卸資産の増減額（△は増加） △198,379

仕入債務の増減額（△は減少） △17,554

その他 55,136

小計 582,391

利息及び配当金の受取額 6,192

利息の支払額 △25,465

法人税等の支払額 △185,875

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,242

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △151,307

有形固定資産の売却による収入 211

貸付けによる支出 △21,341

貸付金の回収による収入 2,221

その他 88,643

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,572

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 7,047,837

短期借入金の返済による支出 △7,172,621

長期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △181,177

配当金の支払額 △80,654

少数株主への配当金の支払額 △6,273

その他 2,772

財務活動によるキャッシュ・フロー △340,116

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45,765

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △90,212

現金及び現金同等物の期首残高 1,033,472

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  943,259



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

１．会計処理基準に関する事

項の変更 

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更 

たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産

については、従来、主として総平均法に

よる原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）が適用された

ことに伴い、主として総平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）によ

り算定しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期

間の営業利益及び経常利益はそれぞれ

9,810千円減少し、税金等調整前四半期

純損失は93,200千円増加しております。

（2）「連結財務諸表作成における在外子会

社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用 

 第１四半期連結会計期間より、「連結

財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（実務対応

報告第18号 平成18年５月17日）を適用

しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純損失に与える影響はありませ

ん。 



  

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

  （3）重要な減価償却資産の減価償却の方法

の変更 

有形固定資産 

（追加情報） 

 当社及び一部の連結子会社は、有形固

定資産である機械及び装置については、

法人税法の改正を契機とし見直しを行

い、第１四半期連結会計期間より改正後

の法人税法に基づく耐用年数の短縮を行

っております。 

 また、一部の連結子会社は、法人税法

の改正に伴い、平成19年３月31日以前に

取得した資産については、改正前の法人

税法に基づく減価償却の方法の適用によ

り取得価額の５％に到達した連結会計年

度の翌連結会計年度より、取得価額の５

％相当額と備忘価額との差額を５年間に

わたり均等償却し、減価償却費に含めて

計上しております。 

 これにより当第２四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純損失に与える影響は軽微であり

ます。 



  

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

  （4）リース取引に関する会計基準の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっておりまし

たが、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日

（日本公認会計士協会 会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以後開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所

有権移転外ファイナンス・リース取引に

係るリース資産の減価償却の方法につい

ては、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用しておりま

す。ただし、リース取引開始日がリース

会計基準適用初年度開始前の所有権移転

外ファイナンス・リース取引につきまし

ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理を適用しておりま

す。 

 これにより当第２四半期連結累計期間

の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純損失に与える影響はありませ

ん。 

【簡便な会計処理】 

 該当事項はありません。 

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】 

  

  
  
  

当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日） 

 税金費用の計算  税金費用については、通期では税金等調

整前当期純利益が見込まれるため、当第２

四半期連結累計期間の税金等調整前四半期

純損失に永久差異及び評価性引当金を加減

した金額に法定実効税率を乗じて計算して

おります。 



【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

  

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、4,905,132千円

であります。 

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、5,075,536千円

であります。 

 ２．保証債務 

流山工業団地の商工組合中央金庫からの借入金

384,149千円について、同組合の他の組合企業14社と

ともに連帯保証しております。 

 ２．保証債務 

流山工業団地の商工組合中央金庫からの借入金   

461,009千円について、同組合の他の組合企業14社と

ともに連帯保証しております。 

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

投資その他の資産 千円36,352

※３．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

投資その他の資産 千円29,641

（四半期連結損益計算書関係） 

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。 

貸倒引当金繰入額        23,218千円 

従業員給料及び手当         743,467  

賞与        51,383  

賞与引当金繰入額        127,599  

役員賞与引当金繰入額       2,376  

退職給付費用       25,366  

役員退職慰労引当金繰入

額 
     15,959

  

減価償却費        41,633  

研究開発費        46,381  

※２．当社グループが主に製造・販売するアンカー、フ

ァスナー等は建設業界向けの建設資材であり、公共

投資の影響などにより、下期偏重型の売上高となっ

ており、第２四半期連結累計期間の売上高は第３四

半期連結会計期間と第４四半期連結会計期間の売上

高の合計に比べ低くなっております。 



  

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は 

 次のとおりであります。 

貸倒引当金繰入額        1,529千円 

従業員給料及び手当         367,455  

賞与  1,702  

賞与引当金繰入額  82,208  

役員賞与引当金繰入額       1,188  

退職給付費用       7,503  

役員退職慰労引当金繰入

額 
     11,819

  

減価償却費        20,665  

研究開発費        22,463  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年９月30日現在） 

  

  （千円）

現金及び預金勘定  957,646

預入期間が３か月を超える定期預金  14,386

現金及び現金同等物  943,259



（株主資本等関係） 

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

２．自己株式の種類及び株式数 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

配当金支払額 

  

  普通株式   株 2,186,352

  普通株式 株 151,399

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  81,398  40  平成20年３月31日  平成20年６月27日 利益剰余金 



（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 建築資材製造事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

【海外売上高】 

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（有価証券関係） 

 前連結会計年度より著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

（デリバティブ取引関係） 

 前連結会計年度より著しい変動がないため、記載を省略しております。 

  

（ストック・オプション等関係） 

 該当事項はありません。 

  



（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純損益金額等 

  

 （注）１．１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 （注）２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 3,129.52円 １株当たり純資産額 3,319.75円

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

１株当たり四半期純損失金額 △64.77円 １株当たり四半期純利益金額 40.85円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

四半期純損益（△は純損失）（千円）  △131,797  83,122

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純損益（△は純損失）（千

円） 
 △131,797  83,122

期中平均株式数（株）  2,034,953  2,034,953

  
当第２四半期連結会計期間末

（平成20年９月30日） 
前連結会計年度末

（平成20年３月31日） 

 純資産の部の合計額（千円）            6,617,308  7,030,670

純資産の部の合計額から控除する金額 

（千円） 
        248,883  275,139

（うち少数株主持分）  (248,883)  (275,139)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（千円） 
          6,368,424  6,755,531

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期

末（期末）の普通株式の数（株） 
           2,034,953  2,034,953

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

  



（リース取引関係） 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の売買取引に係る会計処理によっております。ただし、

リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リース取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動

が認められないため、記載を省略します。 

  

２【その他】 

 該当事項はありません。 

  



第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
該当事項はありません。 

  



  

  

  

  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成20年11月12日

サンコーテクノ株式会社 

取締役会 御中 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 遠藤 了    印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 野辺地 勉  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンコーテクノ

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンコーテクノ株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

  

追記情報 

 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を

適用している。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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